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Follow up seminar 2013 報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　岩谷栄子　深田洋子
出席者( 37人)

　　２期生

　　　Lal Maya Budha、Pampha Kmr Kathayat、Ganga Pariyar、Manisha Upadhyaya、Ritu Budha、Anjali Singh(６人)
　　３期生
　　　Sabitri R.C、Kaushila Budhathoki、Sharmila B.K.、（3人）

　　４期生

　　　Parbati Gharti Magar、Sujata Acharya、Bina Kumari Rokaya、Kalpana Saud、Raju Kumari Rawat、

　　　Satya Kumari Budha、Sita Kumari Bhul、Padma Kumari Budha、Phulmaya Sejuwal、(９人)

　　５期生
　　　Rajkumari  Magar、Dhankumari Budha、Shyamdulari Tharu、Laxmi Devkota、Kamala Shahi、

　　　Sushila Kumari Rawat、Anita Kumari Budha、Sanju Gautam、Sita Bk、Kamala Gurung、（10人）
　　６期生

　　　Anjana Kumari sarki、Bamkumari Magar、Bipana Kumari BK、Dipa Kumari Bista、Janaki singh、
Kamal BK、Kamala Dangi、Khima Kumari Pun magar、Sita Gurung（9人）
10月15日（火）羽田出発
　　　　　　　機内で、ポカラに向かう、大分県の宮村竜次さんにJNFEAのPR
10月16日（水）　昼頃、ポカラ到着
　　　　　　　卒業生は、一人も到着していなかった。
　　　　　　　クリシュナさん、マンジュさん、深田、岩谷で今後のスケジュール確認と準備
10月17日（木）
　　　　　　　バリジュー氏に挨拶、研修会の出席確認をする。
　　　　　　　午後は、準備。
· 宮村竜次氏、ネパール人友人2名と共に来訪、30分ほど岩谷、深田と面談。
10月18日（金）
　　　　　　　Kamala Gurung の赴任地訪問、8時30分バスで出発。
　　　　　　　ゴルカに12時頃到着。
　　　　　　　ダサインで、実家に帰っていたKamala　Gurung　に何度も連絡を取るが、電波の都合で応答なし、夕方やっと電話が入るが、悪天候のための落石等あり、学校のあるSirdibas には帰れないという。
午後、学校施設を視察（外観のみ）。
（結局、彼女が街に到着したのは19日の夕方だった。授業参観出来ず。）
　　　　　　　　
10月19日（土）
　　　　　　　校長　Lum Nath Lamichhane氏、教員Shiva Prasad Uprefi氏と早朝約90分面談（私たちの滞在ホテルに来所してくださった）。校長はGolkhaと話し合われた内容は下記の通りである。
　　　　　　　①AAFから３年間の大学の勉強の期間は、支援があるはすである。
　　　　　　　②Kamala Gurungは中学校教員のライセンスを持っている。
　　　　　　　③両親のいない子が11人、片親のいない子が90％

　　　　　　　④7年前から英語で授業を行ってきたが、教師の力不足でうまくいかなかった。4年前から、ネパール語での授業に戻した。今後は英語力のある教師を採用したい。
　　　　　　　④１～７年までの英語の授業を、Kamara Gurung　に任せている。

　　　　　　　⑤男子９人、女子２人の両親のいない子は、靴磨きや果物を売ったりして、生活をしている。将来は学校内に寮を準備しKamala Gurung　にその子らの世話をさせたい。 
　　　　　　☆10時のバスでポカラに向かう、途中、車が子どもを引き殺す事件に巻き込まれ、３時間待つ。さくら寮到着は５時過ぎとなる。卒業生がかなり集合していた。
10月20日（日）
　　　　10：30-11：00　　開会式
Barijoo 学長あいさつ
　　教員採用試験に事前指導をすれば良かったが、考えつかなかった。来年からは指導をする。そうすれば合格率が上がると思う。今年の結果は11月に発表されるだろう。

　　　　　　　オリエンテーション（岩谷）
１，目的　　卒業生の交流を図る。
２、今年の特徴
　　　　　　　　＊１７年ぶりで、教員採用試験が行われた。
　　　　　　　　＊１期生～５期生までは受験資格があり受験した。
　　　　　　　　＊６，７，８期生は教員のライセンスがまだ取れていない。
３、義務　教員３年間は、この研修会に参加する義務がある。
　　　　　　　　４、課題への取り組み
　　　　　　　　　レポートの提出　提出が無ければ、交通費や、宿泊費等の支援は出来なくなる。
· 　３年後に学校で採用されるよう、努力してください。

　11：00-13：00　卒業生の取組みの報告（ＫＣＰ職員、岩谷）
　　　　　　　４-６期生の参加者全員が報告、
　　　　　　　KCPの先生方傍聴(最終日指導助言)
　　　　　13：45-16：30　　健康を守る食生活

栄養学とヨード欠乏症講演　（社団法人アジア協会アジア友の会　副事務局長　熱田典子氏）　　　　　
　　　　　　　PPで説明　

　　　　　19：30-20：10　　英語学力調査　　　　　　　　（深田）
10月21日（月）：
　　　　　10：30-13：30　　サファラ先生授業実践指導　　　　（サファラ先生）
　　　　　　　昨夜１０時頃さくら寮に到着、参加者のレポートについて、コメント
　　　　　　　身近な教材を使っての、算数指導、理科、ネパール語、英語教材の紹介
　　　　　14：00-15：30　　チャウパディについての現状報告と課題（岩谷）
　　　　　　　クリシュナさん チャウバディ―の映像を放映、その後マニサの司会進行で、意見交換
　　　　　15：50-16：30　教員採用試験受験者からの体験報告　　

　　　　　　　クリシュナさん進行、採用試験の実情について報告、受験者各自の取組みの報告　
　　　　  16：00-16：30　特別レッスン　小学校の英語指導　（NGO職員　ガネッシュ氏―マニサ兄）
10月22日（火）
　　　　　8：40－9：15　ネットワーク作りについて

　　　　　　　卒業生全員に提案、説明 (クリシュナ）　

10：30-12：00　折り紙で数学を学ぶ（岩谷）
　　　　　　　牛、アイスクリーム等折り、敷き並べて興味を引き、角度、辺の長さを求める。
　　　　　12：00-13：00　英語指導方法（深田）　　　　　　
　　　　　　　授業実施にあたっての心掛け　　　　　　　

「教師は、まず自身の英語力を高めるよう、日々努力を。」

・教室の雰囲気づくり　・挨拶をしっかり　・児童を褒める、励ますことの大切さ　・叱り方　
・指名の仕方　・教室英語　・板書は最小限に　・飽きさせない工夫
　　　　　14：00-16：00　　数学指導方法（岩谷）
　　　　　　　「やる気が起きるときは、どんな時？」各自レポート
　　　　　　　自分の指導教科の指導案つくり、時間が不足して、指導案は例に添って、後程提出

10月23日（水）
　　　　　　8：30-9：00　リーダー会　
　　　　　　　　ネットワークづくり(地域ごとの７グループ、２ヶ月ごとにメンバーの近況を報告)
　　　　　11：00-11：00　児童理解　（深田）

　　　　　　　　・児童の発達段階　・心の発達と行動　･根気、集中力、忍耐力等は年令による差が大きい
　　　　　　　　・幼い子も一人の人間として尊重する　・心を込めて話しかける、待つ

　　　　　11：00-13：00　　卒業生の取り組みの報告
　　　　　13：45-15：30　　総括　　　　（ＫＣＰ職員、岩谷、深田）　
　　　　　　　　＊　２期生、３期生の報告
　　　　　　　　＊　全員が今回の研修会の感想を述べる
　　　　　　　　＊　KCPの先生方の総括、助言
　　　　　　　　閉会の言葉　深田
10月24日（木）
　　　予定外だが、第2期留学生のラルマヤが今朝到着（悪天候のため空港で9日間待ち）したこと、研修に参加した卒業生が全員まだ滞在していること、を幸い、研修のつづきを盛り込んだ。
　　　　　10：55-12：00　「ゲーム本」の紹介とゲーム実習

　　　　　12：30-13：00　　アンケートに回答

　　　　　13：10-13：40　「手製布ナプキン」の使用についての実態聴取
（大仲ゆかり氏大阪、ラルパテの会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　13：50-14：50　第2期交換留学生ラルマヤの報告（ラルマヤ）

10月25日（金）KTM出発
10月26日（土）羽田到着
